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(57)【要約】
【課題】噴出孔の内面などに付着した液体が固化するの
を抑制する。
【解決手段】中継部材４は、前後方向に延び、ノズル部
材５が装着された装着筒部９２を備え、ノズル部材は、
液体の噴出が可能となる噴出可能位置と、液体の噴出が
規制される噴出規制位置と、の間を、中継部材に対して
装着筒部の軸線Ｏ３回りに沿うノズル周方向に回転可能
に配設され、噴出孔６は、前方に向けて開口するととも
に、装着筒部の軸線に対して偏心して配置され、ノズル
部材が噴出規制位置に位置したときに、噴出孔を噴出孔
の前方から閉塞し、かつノズル部材が噴出可能位置に位
置したときに、噴出孔を開放する蓋体２３が、中継部材
４若しくは噴出器本体２に固定された状態で取付けられ
ている。
【選択図】図２



(2) JP 2020-32396 A 2020.3.5

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体が収容された容器体に装着される噴出器本体と、
　前記噴出器本体から前方に突出した中継部材と、
　前記中継部材に対して前方から組み合わされ、液体を噴出する噴出孔が形成されたノズ
ル部材と、を備え、
　前記噴出器本体は、
　上下方向に延び、前記容器体内の液体を吸上げる縦供給筒部と、
　前記縦供給筒部の前方に配設され、前記縦供給筒部内の液体を前記噴出孔側に向けて流
通させる射出筒部と、
　前記縦供給筒部の前方に前方付勢状態で後方に移動可能に配設されたトリガー部を有し
、前記トリガー部の後方への移動によって、液体を前記縦供給筒部内から前記射出筒部内
を通じて前記噴出孔側に向けて流通させるトリガー機構と、を備え、
　前記中継部材は、前後方向に延び、前記ノズル部材が装着される装着筒部を備え、
　前記ノズル部材は、液体の噴出が可能となる噴出可能位置と、液体の噴出が規制される
噴出規制位置と、の間を、前記中継部材に対して前記装着筒部の軸線回りに沿うノズル周
方向に回転可能に配設され、
　前記噴出孔は、前方に向けて開口するとともに、前記装着筒部の軸線に対して偏心して
配置され、
　前記ノズル部材が噴出規制位置に位置したときに、前記噴出孔を前記噴出孔の前方から
閉塞し、かつ前記ノズル部材が噴出可能位置に位置したときに、前記噴出孔を開放する蓋
体が、前記中継部材若しくは前記噴出器本体に固定された状態で取付けられている、トリ
ガー式液体噴出器。
【請求項２】
　前記ノズル部材は、前記噴出孔の前方に配設されるとともに、前記噴出孔を囲い、かつ
内側に外気を導入する外気導入孔が形成された造泡筒を備え、
　前記蓋体は、前記ノズル部材が噴出規制位置に位置したときに、前記造泡筒の前端開口
および前記外気導入孔を閉塞し、かつ前記ノズル部材が噴出可能位置に位置したときに、
前記造泡筒の前端開口および前記外気導入孔を開放する、請求項１に記載のトリガー式液
体噴出器。
【請求項３】
　前記ノズル部材は、噴出規制位置に位置したときに、前記トリガー部に当接若しくは近
接することで前記トリガー部の後方移動を規制し、かつ噴出可能位置に位置したときに、
前記トリガー部から離れ、前記トリガー部の後方移動を許容する規制部を備える、請求項
１または２に記載のトリガー式液体噴出器。
【請求項４】
　前記規制部は、前記ノズル部材が噴出規制位置に位置したときに、前記トリガー部に前
記トリガー部の後方から当接若しくは近接し、かつ前記噴出器本体のうち、前記トリガー
部と前後方向で対向する部分に、この部分の前方から当接若しくは近接する、請求項３に
記載のトリガー式液体噴出器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、トリガー式液体噴出器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、下記特許文献１に記載のトリガー式液体噴出器が知られている。このトリガ
ー式液体噴出器は、液体が収容された容器体に装着される噴出器本体と、噴出器本体から
前方に突出した中継部材と、中継部材に対して前方から組み合わされ、液体を噴出する噴
出孔が形成されたノズル部材と、を備える。
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　噴出器本体は、上下方向に延び、容器体内の液体を吸上げる縦供給筒部と、縦供給筒部
の前方に配設され、縦供給筒部内の液体を噴出孔側に向けて流通させる射出筒部と、縦供
給筒部の前方に前方付勢状態で後方に移動可能に配設されたトリガー部を有し、トリガー
部の後方への移動によって、液体を縦供給筒部内から射出筒部内を通じて噴出孔側に向け
て流通させるトリガー機構と、を備える。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１８－１０８５５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、前記従来のトリガー式液体噴出器では、噴出孔の内面などに付着した液体が
、乾燥して固化することで、噴出孔が塞がれるおそれがあった。
【０００５】
　本発明は、前述した事情に鑑みてなされたものであって、噴出孔の内面などに付着した
液体が固化するのを抑制することができるトリガー式液体噴出器を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するために、本発明は以下の手段を提案している。
　本発明に係るトリガー式液体噴出器は、液体が収容された容器体に装着される噴出器本
体と、前記噴出器本体から前方に突出した中継部材と、前記中継部材に対して前方から組
み合わされ、液体を噴出する噴出孔が形成されたノズル部材と、を備え、前記噴出器本体
は、上下方向に延び、前記容器体内の液体を吸上げる縦供給筒部と、前記縦供給筒部の前
方に配設され、前記縦供給筒部内の液体を前記噴出孔側に向けて流通させる射出筒部と、
前記縦供給筒部の前方に前方付勢状態で後方に移動可能に配設されたトリガー部を有し、
前記トリガー部の後方への移動によって、液体を前記縦供給筒部内から前記射出筒部内を
通じて前記噴出孔側に向けて流通させるトリガー機構と、を備え、前記中継部材は、前後
方向に延び、前記ノズル部材が装着される装着筒部を備え、前記ノズル部材は、液体の噴
出が可能となる噴出可能位置と、液体の噴出が規制される噴出規制位置と、の間を、前記
中継部材に対して前記装着筒部の軸線回りに沿うノズル周方向に回転可能に配設され、前
記噴出孔は、前方に向けて開口するとともに、前記装着筒部の軸線に対して偏心して配置
され、前記ノズル部材が噴出規制位置に位置したときに、前記噴出孔を前記噴出孔の前方
から閉塞し、かつ前記ノズル部材が噴出可能位置に位置したときに、前記噴出孔を開放す
る蓋体が、前記中継部材若しくは前記噴出器本体に固定された状態で取付けられている。
【０００７】
　本発明に係るトリガー式液体噴出器によれば、トリガー部をピストンとともに後方へ移
動させると、シリンダ内の液体が縦供給筒部内に供給されることで、縦供給筒部および射
出筒部それぞれの内圧が上昇し、液体が噴出孔から噴出される。
　また、ノズル部材が噴出規制位置に位置したときに、噴出孔を噴出孔の前方から閉塞し
、かつノズル部材が噴出可能位置に位置したときに、噴出孔を開放する蓋体を備えるので
、液体を噴出孔から噴出したときに、液体が例えば、噴出孔内に残存したり、ノズル部材
の前端部に付着したりしても、ノズル部材を噴出規制位置に位置させた状態で保管してい
る間に、この液体が乾燥して固化し、噴出孔が塞がれるのを抑制することができる。
　また、蓋体が、中継部材若しくは噴出器本体に固定された状態で取付けられているので
、ノズル部材を噴出規制位置から噴出可能位置に移動させれば、蓋体をノズル部材から離
脱する操作を行わなくても、噴出孔が開放されることとなり、操作性の悪化を防ぐことが
できる。
　また、蓋体が、中継部材若しくは噴出器本体に固定された状態で取付けられていること
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から、ノズル部材を噴出可能位置から噴出規制位置に移動させれば、蓋体をノズル部材に
装着する操作を行わなくても、噴出孔が蓋体により閉塞されることとなり、噴出孔を蓋体
で閉塞し忘れるのを抑制することができる。
【０００８】
　ここで、前記ノズル部材は、前記噴出孔の前方に配設されるとともに、前記噴出孔を囲
い、かつ内側に外気を導入する外気導入孔が形成された造泡筒を備え、前記蓋体は、前記
ノズル部材が噴出規制位置に位置したときに、前記造泡筒の前端開口および前記外気導入
孔を閉塞し、かつ前記ノズル部材が噴出可能位置に位置したときに、前記造泡筒の前端開
口および前記外気導入孔を開放してもよい。
【０００９】
　この場合、ノズル部材が造泡筒を備えるので、噴出孔から噴出された液体が、造泡筒内
に進入すると造泡筒内が負圧になり、造泡筒に形成された外気導入孔から造泡筒内に外気
が導入される。これにより、液体が、造泡筒内で外気と混合されて発泡し、泡状となって
造泡筒の前端開口から噴出される。
　また、蓋体が、ノズル部材が噴出規制位置に位置したときに、造泡筒の前端開口および
外気導入孔を閉塞し、かつノズル部材が噴出可能位置に位置したときに、造泡筒の前端開
口および外気導入孔を開放するので、ノズル部材を噴出規制位置に位置させた状態で保管
している間に、噴出孔、外気導入孔、および造泡筒の各内周面などに付着した液体が乾燥
して固化するのを抑制することが可能になり、噴出孔が塞がれることだけでなく、外気導
入孔が塞がれることも抑制することができる。したがって、噴出孔から造泡筒内に噴出さ
れる液体の量、および造泡筒内に導入される外気の量を安定させることが可能になり、噴
出される泡体の泡質の悪化を防ぐことができる。
【００１０】
　また、前記ノズル部材は、噴出規制位置に位置したときに、前記トリガー部に当接若し
くは近接することで前記トリガー部の後方移動を規制し、かつ噴出可能位置に位置したと
きに、前記トリガー部から離れ、前記トリガー部の後方移動を許容する規制部を備えても
よい。
【００１１】
　この場合、ノズル部材が、噴出規制位置に位置したときに、トリガー部に当接若しくは
近接することでトリガー部の後方移動を規制する規制部を備えるので、ノズル部材を噴出
規制位置に位置させた状態で保管しているときに、トリガー部に不意に加えられた外力に
より、噴出器本体の内部に大きな圧力が生ずるのを抑制することができる。
【００１２】
　また、前記規制部は、前記ノズル部材が噴出規制位置に位置したときに、前記トリガー
部に前記トリガー部の後方から当接若しくは近接し、かつ前記噴出器本体のうち、前記ト
リガー部と前後方向で対向する部分に、この部分の前方から当接若しくは近接してもよい
。
【００１３】
　この場合、規制部が、ノズル部材が噴出規制位置に位置したときに、トリガー部と、噴
出器本体のうち、トリガー部と前後方向で対向する部分と、の前後方向の隙間部分に配設
されるので、トリガー式液体噴出器の保管、若しくは陳列時等に、規制部がトリガー式液
体噴出器から突出する等してかさ張るのを抑制することができる。
　また、ノズル部材が噴出可能位置に位置したときに、規制部が、前記隙間部分から退避
して、トリガー式液体噴出器から突出することとなり、液体の噴出後、保管する際に、ノ
ズル部材を噴出可能位置から噴出規制位置に移動し忘れるのを抑制することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、噴出孔の内面などに付着した液体が固化するのを抑制することができ
る。
【図面の簡単な説明】



(5) JP 2020-32396 A 2020.3.5

10

20

30

40

50

【００１５】
【図１】本発明に係る第１実施形態として示したトリガー式液体噴出器を前方から見た正
面図であって、ノズル部材が噴出規制位置に位置した状態を示す図である。
【図２】図１に示すトリガー式液体噴出器のＩＩ－ＩＩ線矢視断面図である。
【図３】本発明に係る第１実施形態として示したトリガー式液体噴出器を前方から見た正
面図であって、ノズル部材が噴出可能位置に位置した状態を示す図である。
【図４】本発明に係る第２実施形態として示したトリガー式液体噴出器の一部外観を含む
縦断面図であって、ノズル部材が噴出規制位置に位置した状態を示す図である。
【図５】図４に示すトリガー式液体噴出器を前方から見た正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図１から図３を参照し、この発明の実施の形態について説明する。本実施形態の
トリガー式液体噴出器１は、容器体Ａ内の液体を吸上げる縦供給筒部１０を有し、かつ液
体が収容された容器体Ａに装着される噴出器本体２と、液体を噴出する噴出孔６が形成さ
れたノズル部材５と、噴出器本体２とノズル部材５とを連結する中継部材４と、を備える
。なお、トリガー式液体噴出器１の各構成部品は、特に記載がなければ合成樹脂を用いた
成形品とされている。
【００１７】
　以下、縦供給筒部１０の中心軸線Ｏ１に沿う方向を上下方向といい、上下方向に沿って
容器体Ａ側を下側、その反対側を上側という。上下方向から見て、縦供給筒部１０に対し
てノズル部材５が位置している側を前側、その逆側を後側という。上下方向から見て、前
後方向に直交する方向を左右方向という。
【００１８】
　噴出器本体２は、上下方向に延びる縦供給筒部１０と、縦供給筒部１０の前方に配設さ
れ、縦供給筒部１０内の液体を噴出孔６側に向けて流通させる射出筒部１１と、縦供給筒
部１０の前方に前方付勢状態で後方に移動可能に配設されたトリガー部５１を有するトリ
ガー機構Ｔと、縦供給筒部１０、射出筒部１１および後述するシリンダ５３を上方、後方
および左右方向から一体に覆うカバー体５５と、を備える。
【００１９】
　縦供給筒部１０は、有頂筒状の外筒１２と、外筒１２内に嵌合された内筒１３と、を備
える。
　外筒１２は、大径部１２ａと、大径部１２ａの上方に配置され、かつ大径部１２ａより
内径および外径が小さい小径部１２ｂと、大径部１２ａの上端部と小径部１２ｂの下端部
とを連結するフランジ部１２ｃと、を備える。小径部１２ｂの上端開口は、頂壁部１２ｄ
に塞がれている。
　内筒１３は、大径部１３ａと、大径部１３ａの上方に配置され、かつ大径部１３ａより
内径および外径が小さい小径部１３ｂと、大径部１３ａの上端部と小径部１３ｂの下端部
とを連結するフランジ部１３ｃと、を備える。
【００２０】
　内筒１３の小径部１３ｂ内に、容器体Ａ内に配置され、かつ容器体Ａの図示しない底部
に下端開口が位置するパイプ１５の上部が嵌合されている。内筒１３のフランジ部１３ｃ
は、外筒１２のフランジ部１２ｃよりも下方に位置している。内筒１３のフランジ部１３
ｃと、外筒１２のフランジ部１２ｃと、の間に隙間Ｓ１が設けられている。
【００２１】
　内筒１３の大径部１３ａにおいて、外筒１２の大径部１２ａから下方に突出した部分に
、その径方向の外側に向けて突出する環状の鍔部１３ｄが形成されている。鍔部１３ｄは
、容器体Ａの口部Ａ１に装着（例えば螺着）される装着キャップ３の上端部内に配設され
、装着キャップ３の上端部をその軸線回りに回転可能に係止する。鍔部１３ｄは、装着キ
ャップ３と容器体Ａの口部Ａ１における上端開口縁とにより上下方向に挟まれる。
　外筒１２および内筒１３で構成される縦供給筒部１０の中心軸線Ｏ１は、容器体Ａの容
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器軸に対して後方に偏心している。
【００２２】
　内筒１３の上端部内に、上下方向に弾性変形可能に形成された吐出弁３０が配設されて
いる。
　吐出弁３０は、内筒１３内に嵌合され、外筒１２における頂壁部１２ｄの下面に当接す
るベース部３１と、ベース部３１の下方に配置され、内筒１３の内周面に段差状に形成さ
れた弁座３２に対して上方から当接する弁体３３と、ベース部３１および弁体３３を上下
に連結する中空ばね部３４と、を備える。
【００２３】
　弁体３３は、中空ばね部３４によって上方から押圧されており、弁座３２に対して密に
当接している。弁体３３は、内筒１３内において、弁座３２よりも上方に位置する空間と
、弁座３２よりも下方に位置する空間と、の連通を遮断する。弁体３３は、中空ばね部３
４の付勢力に抗して上昇し、弁座３２から離間することで、内筒１３内において、弁座３
２よりも上方に位置する空間と、弁座３２よりも下方に位置する空間と、を連通する。
【００２４】
　内筒１３の内周面のうち、弁座３２よりも下方に位置し、かつパイプ１５の上端よりも
上方に位置する部分に、内側に向けて突出する環状のテーパ筒部３５が形成されている。
テーパ筒部３５は、下方に向かうに従って漸次、縮径している。テーパ筒部３５の内側に
、テーパ筒部３５の内周面に離反可能に着座するボール弁３６が配置されている。
　ボール弁３６は、内筒１３内において、テーパ筒部３５よりも上方に位置する空間と、
テーパ筒部３５よりも下方に位置する空間と、の連通を遮断する。ボール弁３６は、上昇
してテーパ筒部３５の内周面から離間することで、内筒１３内において、テーパ筒部３５
よりも上方に位置する空間と、テーパ筒部３５よりも下方に位置する空間と、を連通する
。
【００２５】
　射出筒部１１は、前後方向に延び、後端部が縦供給筒部１０における上端部の前側に接
続されている。射出筒部１１の内部は、外筒１２に形成された外側吐出孔１６、および内
筒１３に形成された内側吐出孔１７を通じて縦供給筒部１０の内部に連通している。内側
吐出孔１７は、内筒１３内において、弁座３２よりも上方に位置する空間に開口している
。
　外筒１２において、射出筒部１１よりも下方に位置する部分に、前方に向けて突出する
シリンダ装着筒４０が形成されている。シリンダ装着筒４０は、前方に向けて開口してい
る。シリンダ装着筒４０の下端部は、外筒１２におけるフランジ部１２ｃと一体に形成さ
れている。
【００２６】
　トリガー機構Ｔは、トリガー部５１の後方への移動によって、液体を縦供給筒部１０内
から射出筒部１１内を通じて噴出孔６側に向けて流通させる。トリガー機構Ｔは、縦供給
筒部１０の前方に前方付勢状態で後方に移動可能に配設されたトリガー部５１と、トリガ
ー部５１に連動して前後方向に移動するピストン５２と、ピストン５２が挿入され、かつ
内部が縦供給筒部１０内に連通したシリンダ５３と、を備える。
【００２７】
　シリンダ５３は、シリンダ装着筒４０内に嵌合され、かつ前方に向けて開口した外筒部
６０と、外筒部６０の後端開口を塞ぐ後壁部６１と、後壁部６１の中央部から前方に向け
て突出するとともに前端が閉塞された有頂筒状のピストンガイド６２と、を備える。
　外筒部６０、ピストンガイド６２、およびシリンダ装着筒４０は、前後方向に延びるシ
リンダ軸Ｏ２と同軸に配置されている。
【００２８】
　ピストンガイド６２は内側が後方に開口しており、この開口内に、シリンダ装着筒４０
の後壁（外筒１２の小径部１２ｂ）から前方に向けて突出した突部が嵌合されている。
　外筒部６０の外周面とシリンダ装着筒４０の内周面とは、前後方向の両端部において密
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接している。外筒部６０の外周面とシリンダ装着筒４０の内周面との間のうち、前後方向
の両端部同士の間に位置する中間部に、環状の隙間Ｓ２が設けられている。
【００２９】
　外筒部６０に、外筒部６０の内側と前記隙間Ｓ２とを連通する第１通気孔６３が形成さ
れている。外筒１２のフランジ部１２ｃに、前記隙間Ｓ２と、外筒１２のフランジ部１２
ｃと内筒１３のフランジ部１３ｃとの間の隙間Ｓ１と、を連通する第２通気孔６４が形成
されている。内筒１３のフランジ部１３ｃに、前記隙間Ｓ１と、内筒１３の大径部１３ａ
および装着キャップ３の内側と、を連通する第３通気孔６５が形成されている。
【００３０】
　シリンダ５３の後壁部６１に、後方に向けて突出し、前後方向に開口する筒部６６が形
成されている。筒部６６は、後壁部６１において、ピストンガイド６２より上方に位置す
る部分に形成されている。筒部６６は、シリンダ装着筒４０の後壁（外筒１２の小径部１
２ｂ）に形成された貫通孔に嵌合されている。
　ここで、内筒１３の小径部１３ｂに、筒部６６内に連通する第２貫通孔６７が形成され
ている。第２貫通孔６７は、内筒１３内において、弁座３２よりも下方に位置し、かつテ
ーパ筒部３５よりも上方に位置する空間に開口している。
【００３１】
　以上より、シリンダ５３内と縦供給筒部１０内とが、筒部６６の内側、および第２貫通
孔６７を通して連通している。また、吐出弁３０は、射出筒部１１内とシリンダ５３内と
の連通およびその遮断を切換え、ボール弁３６は、容器体Ａ内とシリンダ５３内との連通
およびその遮断を切換える。
【００３２】
　シリンダ５３の上端部に、上方に向けて突出し、かつ後方に向けて延びる装着突部５３
ａが配設されている。装着突部５３ａと外筒部６０の外周面との間に隙間が設けられてい
る。装着突部５３ａは、表裏面が上下方向を向く板状に形成されている。装着突部５３ａ
における左右方向の中央部に、後方に向けて開口し、かつ上下方向に貫き、前後方向に延
びる細孔が形成されている。この細孔には、シリンダ装着筒４０の上端部と、射出筒部１
１の後部における下端部と、を連結し、かつ表裏面が左右方向を向く差込板１１５が差し
込まれている。
【００３３】
　ピストン５２は、トリガー部５１に連結された円柱状の連結部７０と、連結部７０より
後方に位置し、連結部７０よりも大径とされたピストン筒７１と、を備え、全体として後
方に開口した筒状に形成されている。ピストン５２は、シリンダ軸Ｏ２と同軸に配置され
ている。
【００３４】
　ピストン筒７１は、後方に向けて開口し、かつ内部にピストンガイド６２が挿入される
ピストン本体部７２と、ピストン本体部７２の後端部からその径方向の外側に向けて突出
し、かつ外筒部６０の内周面に密に摺接する摺動筒部７３と、を備える。
　ピストン本体部７２の内径は、ピストンガイド６２の外径より大きい。ピストン本体部
７２の内周面とピストンガイド６２の外周面との間に隙間が設けられている。
　摺動筒部７３は、前後方向の中央部から前方および後方に向かうに従って漸次、拡径し
ており、前後方向の両端部に位置するリップ部が外筒部６０の内周面に対して摺動する。
【００３５】
　ピストン５２の連結部７０は、後述する連結軸８６を介してトリガー部５１に連結され
ている。これにより、ピストン５２は、トリガー部５１とともに後述する弾性板部５４に
より前方に付勢され、かつトリガー部５１の後方への移動に伴って後方に移動してシリン
ダ５３内に押し込まれる。
【００３６】
　トリガー部５１が最前方移動位置に位置しているときに、ピストン５２の摺動筒部７３
は第１通気孔６３を閉塞している。そして、トリガー部５１の後方への移動によってピス
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トン５２が所定量だけ後方移動したときに、摺動筒部７３が第１通気孔６３を開放する。
これにより、容器体Ａの内部は、第３通気孔６５、前記隙間Ｓ１、第２通気孔６４、前記
隙間Ｓ２および第１通気孔６３を通じて外部に連通する。
【００３７】
　トリガー部５１は、左右方向から見た側面視で後方に向けて凹状に湾曲する前面を有す
る主板部８０と、主板部８０の左右方向の両端部から後方に向けて突出する一対の側板部
８１と、を備える。
【００３８】
　一対の側板部８１の上端部には、上方に延び、射出筒部１１を左右方向に挟み込む一対
の連結板８２が形成されている。一対の連結板８２には、左右方向の外側に向けて突出す
る回転軸部８３が各別に設けられている。回転軸部８３は、射出筒部１１の上方を覆う上
板部材８４に設けられた軸受け部に回動可能に支持されている。これにより、トリガー部
５１は、回転軸部８３を中心に前後方向に揺動可能とされている。
【００３９】
　主板部８０の上端部に、後方に向けて延びる連結筒８５が形成されている。連結筒８５
の内周面の後部に、連結筒８５の内側に向けて左右方向に突出した一対の連結軸８６が形
成されている。連結軸８６は、ピストン５２の連結部７０に形成された連結孔内に挿入さ
れている。これにより、トリガー部５１とピストン５２とが、互いに連結されている。
　ピストン５２の連結部７０は、連結軸８６に対してその軸線回りに回動可能とされ、か
つ上下方向に所定量だけ移動可能に連結されている。
【００４０】
　射出筒部１１の上面には、縦供給筒部１０における外筒１２の頂壁部１２ｄに連結され
た水平板状の前記上板部材８４が取付けられている。
　上板部材８４における左右方向の両端部に、左右方向から見た側面視で前方に突の円弧
状を呈し、射出筒部１１の下方まで延びる弾性板部５４が形成されている。弾性板部５４
は、左右方向から見た側面視で同心の円弧状を呈し、前後に並ぶ一対の板ばねを備える。
【００４１】
　一対の板ばねの各下端部は、左右方向から見た側面視で下方に向けて突の円弧状を呈す
る折返し部を介して接続されている。折返し部に、下方に向けて突出する係止片５４ｄが
形成されており、この係止片５４ｄがトリガー部５１の側板部８１に形成されたポケット
部８１ａに上方から差し込まれている。
　これにより、弾性板部５４は、係止片５４ｄおよびポケット部８１ａを介してトリガー
部５１を前方に付勢している。
【００４２】
　トリガー部５１の主板部８０の上端部は、弾性板部５４による付勢によって後述する中
継部材４における隔壁９０の下端部に対して後方から当接している。これにより、トリガ
ー部５１は最前方移動位置に位置決めされている。
　トリガー部５１が後方に引かれて最前方移動位置から移動すると、係止片５４ｄが後方
に移動し、弾性板部５４が弾性変形する。このとき、係止片５４ｄは、ポケット部８１ａ
に対して上昇しつつも、ポケット部８１ａへの係合状態を維持する。
【００４３】
　中継部材４は、噴出器本体２に対して前方から組み合わされている。中継部材４は、射
出筒部１１に対して前方から組み合わされ、噴出器本体２から前方に突出している。中継
部材４は、射出筒部１１の前端開口を前方から覆う隔壁９０と、隔壁９０から後方に向け
て延び、射出筒部１１に外嵌された外嵌筒部９１と、隔壁９０から前方に向けて延び、ノ
ズル部材５が装着された第１装着筒部９２と、隔壁９０のうち、第１装着筒部９２の内側
に位置する部分から前方に向けて延びるガイド軸部９４と、を備える。
【００４４】
　隔壁９０、およびカバー体５５の前端縁それぞれの前後方向の位置は、互いに同等にな
っている。第１装着筒部９２、およびガイド軸部９４は、前後方向に延びる中心軸線Ｏ３
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と同軸に配設されている。中心軸線Ｏ３は、射出筒部１１の中心軸線より下方に位置して
いる。
　以下、前後方向から見て、中心軸線Ｏ３に交差する方向をノズル径方向といい、中心軸
線Ｏ３回りに周回する方向をノズル周方向という。
【００４５】
　第１装着筒部９２における前後方向の中間部に、ノズル径方向の外側に向けて突出し、
全周にわたって延びる取付フランジ部１０６が形成されている。
　ガイド軸部９４は、前端部が閉塞され、かつ後方に開口した有頂筒状に形成されている
。ガイド軸部９４は第１装着筒部９２よりも前方に突出することなく、第１装着筒部９２
の内側に収まるように形成されている。
　なお、ガイド軸部９４の形状はこの場合に限定されるものではなく、例えば中実の円柱
状に形成しても構わない。
【００４６】
　隔壁９０のうち、ガイド軸部９４の上方に位置し、かつ第１装着筒部９２の内側に位置
する部分に、射出筒部１１内に連通する連通孔９５が形成されている。これにより、ガイ
ド軸部９４と第１装着筒部９２との間に画成された環状空間９６は、連通孔９５を通じて
射出筒部１１内に連通している。
　ガイド軸部９４における前端部側の外周面に、前後方向に延びるとともに前方に向けて
開口する第１切換溝９７が形成されている。第１切換溝９７はノズル周方向に等間隔をあ
けて２つ形成されている。ただし、第１切換溝９７の数は２つに限定されるものではなく
、例えば１つ或いは３つ以上形成されていても良い。
【００４７】
　ノズル部材５は、第１装着筒部９２を介して中継部材４に装着されることで、中継部材
４に対して前方から組み合わされている。ノズル部材５は、中継部材４に対して中心軸線
Ｏ３回りに回転可能に装着されている。
【００４８】
　ノズル部材５は、ガイド軸部９４の前端面、および第１装着筒部９２の前端開口を前方
から覆うノズル壁部１００と、ノズル壁部１００から後方に向けて延び、第１装着筒部９
２に対して前方に抜け止めされた状態で回転可能に外嵌された第２装着筒部１０１と、ノ
ズル壁部１００のうち、第２装着筒部１０１の内側に位置する部分から後方に向けて延び
、ガイド軸部９４に回転可能に外嵌された第２嵌合筒部１０２と、ノズル壁部１００から
後方に向けて延び、第１装着筒部９２の内側に中心軸線Ｏ３回りに回転可能に嵌合したサ
ポート筒部１０５と、ノズル壁部１００から前方に突出したノズルチップ１０７と、ノズ
ル壁部１００から前方に突出しノズルチップ１０７をノズル径方向の外側から囲うキャッ
プ装着筒部１０８と、キャップ装着筒部１０８内に嵌合され、ノズルチップ１０７の前端
面を前方から覆うノズルキャップ１０９と、を備える。
【００４９】
　ノズル壁部１００の後面と、ガイド軸部９４の前端面と、の間に、第１切換溝９７が開
口する隙間１１０が設けられている。ノズル壁部１００に、隙間１１０に開口する接続孔
１１１が形成されている。
　ノズルチップ１０７は、中実の柱状に形成され、中心軸線Ｏ３に対して上方に偏心して
配設されている。ノズルチップ１０７の外周面に、前後方向の全長にわたって延び、接続
孔１１１に連通するノズル連通溝１１２が形成されている。
　ノズルキャップ１０９は、前方が閉塞された有頂筒状に形成され、その頂壁に前後方向
に貫く噴出孔６が形成されている。噴出孔６は、中心軸線Ｏ３に対して上方に偏心して配
設されている。噴出孔６は、ノズルチップ１０７のノズル連通溝１１２、ノズル壁部１０
０の接続孔１１１、および隙間１１０を通して、ガイド軸部９４の第１切換溝９７に連通
している。
【００５０】
　第２装着筒部１０１は、ノズル壁部１００の外周縁部に配設されている。第２装着筒部
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１０１の後端開口縁は、第１装着筒部９２の取付フランジ部１０６の前面に当接若しくは
近接している。
　第２嵌合筒部１０２は、ガイド軸部９４の第１切換溝９７を全域にわたってノズル径方
向の外側から覆っている。第２嵌合筒部１０２の後端縁は、第１切換溝９７より後方に位
置している。第２嵌合筒部１０２の内周面に、前後方向に延びるとともに、後方に開口す
る第２切換溝１０３が形成されている。第２切換溝１０３は、環状空間９６に開口してい
る。第２切換溝１０３はノズル周方向に等間隔をあけて２つ形成されている。なお、第２
切換溝１０３の数は２つに限定されるものではなく、例えば１つ或いは３つ以上形成され
ていても良く、第１切換溝９７に対応して配置することが好ましい。
【００５１】
　ノズル部材５および中継部材４のノズル周方向の相対位置を変えることで、第１切換溝
９７と第２切換溝１０３との連通、およびその遮断が切替えられるようになっている。す
なわち、ノズル部材５は、中継部材４に、液体の噴出が可能となる噴出可能位置と、液体
の噴出が規制される噴出規制位置と、の間を、ノズル周方向に回転可能に配設されている
。
　なお、ノズル部材５が噴出規制位置に位置すると、第１切換溝９７と第２切換溝１０３
との連通が遮断され、ノズル部材５の第２嵌合筒部１０２と、中継部材４のガイド軸部９
４と、の間がシールされる。したがって、ノズル部材５を噴出規制位置に位置させた状態
で保管しているときに、例えば環境温度の上昇、および容器体Ａに加えられた押圧力など
に起因して、噴出器本体２の内圧が上昇しても、噴出孔６から液体が漏出するのを防ぐこ
とができる。
【００５２】
　さらにノズル部材５は、噴出孔６の前方に配設されるとともに、噴出孔６を囲い、かつ
内側に外気を導入する外気導入孔２６が形成された造泡筒２７と、ノズル部材５が噴出規
制位置に位置したときに、トリガー部５１に当接若しくは近接することでトリガー部５１
の後方移動を規制し、かつノズル部材５が噴出可能位置に位置したときに、トリガー部５
１から離れ、トリガー部５１の後方移動を許容する規制部２８と、を備える。
【００５３】
　造泡筒２７は、キャップ装着筒部１０８に外嵌されている。前方から見て、造泡筒２７
およびノズル壁部１００は円形状を呈し、造泡筒２７は、ノズル壁部１００に内接するよ
うに配設されている。
　外気導入孔２６は、前後方向に延び、造泡筒２７の前面に開口し、かつ造泡筒２７の内
側において、ノズルキャップ１０９より前方に位置する通過孔２７ａに連通している。外
気導入孔２６は、噴出孔６回りに間隔をあけて複数配設されている。
【００５４】
　規制部２８は、ノズル部材５が噴出規制位置に位置したときに、シリンダ５３にシリン
ダ５３の前方から当接若しくは近接し、ノズル部材５が噴出可能位置に位置したときに、
シリンダ５３から離れる。規制部２８は、トリガー部５１の後部と、シリンダ５３の前端
開口縁の下端部と、の間に配設されている。規制部２８は、表裏面が上下方向を向く板状
に形成されている。規制部２８は、上下方向から見て、一対の辺が前後方向に延び、かつ
残り一対の辺が左右方向に延びる矩形状を呈する。規制部２８の側面のうち、前方を向く
前面がトリガー部５１に当接若しくは近接し、後方を向く後面がシリンダ５３の前端開口
縁に当接若しくは近接している。前方から見て、規制部２８の左右方向の中央部は、トリ
ガー部５１およびシリンダ５３それぞれの左右方向の中央部に対して右側にずれている。
なお、前方から見て、規制部２８の左右方向の中央部を、トリガー部５１およびシリンダ
５３それぞれの左右方向の中央部に対して左側にずらしてもよい。
【００５５】
　規制部２８は、第２装着筒部１０１に連結部２９を介して連結されている。連結部２９
は、第２装着筒部１０１から下方に向けて延びる第１連結部２９ａと、規制部２８から前
方に向けて延びる第２連結部２９ｂと、を備える。
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【００５６】
　第１連結部２９ａは、第２装着筒部１０１の下端部から下方に向けて延びている。第１
連結部２９ａは、トリガー部５１より前方に配置されている。第１連結部２９ａの下部は
、前方から見てトリガー部５１より右側に位置している。
　第２連結部２９ｂは、第１連結部２９ａの下端部から後方に向けて延びている。第２連
結部２９ｂは、規制部２８における右側の端部に連結されている。第２連結部２９ｂは、
トリガー部５１より右側に位置している。第２連結部２９ｂの前後方向の長さは、第１連
結部２９ａの上下方向の長さと同等になっている。
【００５７】
 さらにトリガー式液体噴出器１は、被覆筒部材２０を備える。
　被覆筒部材２０は、内側に第２装着筒部１０１が中心軸線Ｏ３回りに回転可能に嵌合さ
れた本体筒２１と、本体筒２１の後端部から後方に向けて突出し、第１装着筒部９２の取
付フランジ部１０６をノズル径方向の外側から囲う固定部２２と、本体筒２１の前端部に
配設された蓋体２３と、を備える。
【００５８】
　本体筒２１に、第１連結部２９ａが挿通された窓孔２１ａが形成されている。窓孔２１
ａは、本体筒２１における前後方向の全長にわたって形成されている。窓孔２１ａはノズ
ル周方向に延びており、ノズル部材５が、噴出規制位置と噴出可能位置との間を移動する
のに伴い、第１連結部２９ａが窓孔２１ａの内側を移動する。
　本体筒２１の内側に、造泡筒２７が、前方から見て本体筒２１に内接するように配設さ
れている。本体筒２１の後端開口縁は、取付フランジ部１０６の前面に当接若しくは近接
している。
【００５９】
　固定部２２は、中心軸線Ｏと同軸に配設された矩形枠状に形成され、前方から見て本体
筒２１が内接するように配設されている。固定部２２は、全周にわたって連続して延びて
いる。固定部２２の後端開口縁は、カバー体５５の前端縁に前後方向で近接している。固
定部２２に、ノズル径方向の内側に向けて突出し、取付フランジ部１０６の後面に当接若
しくは近接する係止突片２４が形成されている。係止突片２４と、本体筒２１の後端開口
縁と、により、取付フランジ部１０６が前後方向に挟まれることで、被覆筒部材２０が、
中継部材４に固定状態で取付けられている。係止突片２４は、固定部２２の角部に形成さ
れている。
　なお、被覆筒部材２０は、噴出器本体２に固定状態で取付けられてもよい。
【００６０】
　蓋体２３は、本体筒２１の上端部から下方に向けて突出している。蓋体２３は、表裏面
が前後方向を向く板状に形成されている。蓋体２３は、ノズル部材５が噴出規制位置に位
置したときに、噴出孔６を噴出孔６の前方から閉塞し、かつノズル部材５が噴出可能位置
に位置したときに、噴出孔６を開放する。図示の例では、蓋体２３は、ノズル部材５が噴
出規制位置に位置したときに、造泡筒２７の通過孔２７ａの前端開口および外気導入孔２
６を閉塞し、かつノズル部材５が噴出可能位置に位置したときに、通過孔２７ａの前端開
口および外気導入孔２６を開放する。蓋体２３の後面に、ノズル部材５が噴出規制位置に
位置したときに、通過孔２７ａの前端開口に着脱可能に嵌められる膨出部が形成されてい
る。
【００６１】
　次に、上述のように構成されたトリガー式液体噴出器１の作用について説明する。
　なお、トリガー部５１の複数回の操作によって、トリガー式液体噴出器１の各部内に液
体が充填されているものとする。
【００６２】
　まず、ノズル部材５を、中継部材４に対して中心軸線Ｏ３を中心に反時計回りに回転さ
せ、図１および図２に示される噴出規制位置から、図３に示される噴出可能位置に移動さ
せる。これにより、第１切換溝９７と第２切換溝１０３とが連通する。
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　この際、造泡筒２７が、蓋体２３に対して中心軸線Ｏ３回りに回転することで、通過孔
２７ａの前端開口および外気導入孔２６が開放される。図示の例では、通過孔２７ａの前
端開口および外気導入孔２６は、前方から見て、蓋体２３に対して左斜め下に移動して開
放される。さらにこの際、規制部２８が、トリガー部５１の後部と、シリンダ５３の前端
開口縁の下端部と、の間から退避され、前方から見てカバー体５５から右側に突出する。
【００６３】
　そして、トリガー部５１を弾性板部５４の付勢力に抗して後方に引くと、トリガー部５
１の後方移動に伴ってピストン５２が後退するので、シリンダ５３内の液体が、筒部６６
の内側および第２貫通孔６７を通じて縦供給筒部１０の内筒１３に導入される。すると、
内筒１３に導入された液体は、ボール弁３６を押し下げて閉弁させるとともに、吐出弁３
０を押し上げて開弁させるので、液体が、加圧された状態で内側吐出孔１７および外側吐
出孔１６を通じて射出筒部１１内に供給される。
【００６４】
　すると、射出筒部１１内に供給された液体は、連通孔９５、環状空間９６、第２切換溝
１０３、第１切換溝９７、隙間１１０、接続孔１１１、およびノズル連通溝１１２を通じ
て噴出孔６に到達し、噴出孔６から造泡筒２７の通過孔２７ａ内に噴出される。この際、
通過孔２７ａ内が負圧になり、造泡筒２７内に外気導入孔２６を通して外気（空気）が導
入され、液体が、通過孔２７ａ内で外気と混合されて発泡して泡状となり、通過孔２７ａ
の前端開口から噴出される。
【００６５】
　液体の噴出後、トリガー部５１を解放すると、弾性板部５４の復元力によってトリガー
部５１が前方に付勢されて元の位置に復帰するので、これに伴ってピストン５２が前方移
動する。そのため、シリンダ５３内に負圧が生じ、この負圧によって、吐出弁３０が閉弁
した状態で、ボール弁３６が上昇して開弁し、容器体Ａ内の液体が、パイプ１５を通じて
縦供給筒部１０に吸い上げられ、第２貫通孔６７および筒部６６の内側を通してシリンダ
５３内に導入される。
【００６６】
　そして、ノズル部材５を、中継部材４に対して中心軸線Ｏ３を中心に時計回りに回転さ
せ、図３に示される噴出可能位置から、図１および図２に示される噴出規制位置に移動さ
せる。これにより、第１切換溝９７と第２切換溝１０３との連通が遮断される。
　この際、造泡筒２７が、蓋体２３に対して中心軸線Ｏ３回りに回転することで、通過孔
２７ａの前端開口および外気導入孔２６が、蓋体２３により閉塞される。さらにこの際、
規制部２８が、トリガー部５１の後部と、シリンダ５３の前端開口縁の下端部と、の間に
進入し、トリガー部５１の後部、およびシリンダ５３の前端開口縁に当接若しくは近接す
る。
【００６７】
　以上説明したように、本実施形態に係るトリガー式液体噴出器１によれば、ノズル部材
５が噴出規制位置に位置したときに、噴出孔６を噴出孔６の前方から閉塞し、かつノズル
部材５が噴出可能位置に位置したときに、噴出孔６を開放する蓋体２３を備えるので、液
体を噴出孔６から噴出したときに、液体が例えば、噴出孔６内に残存したり、ノズル部材
５の前端部に付着したりしても、ノズル部材５を噴出規制位置に位置させた状態で保管し
ている間に、この液体が乾燥して固化し、噴出孔６が塞がれるのを抑制することができる
。
【００６８】
　また、蓋体２３が、中継部材４に固定された状態で取付けられているので、ノズル部材
５を噴出規制位置から噴出可能位置に移動させれば、蓋体２３をノズル部材５から離脱す
る操作を行わなくても、噴出孔６が開放されることとなり、操作性の悪化を防ぐことがで
きる。
　また、蓋体２３が、中継部材４に固定された状態で取付けられていることから、ノズル
部材５を噴出可能位置から噴出規制位置に移動させれば、蓋体２３をノズル部材５に装着
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する操作を行わなくても、噴出孔６が蓋体２３により閉塞されることとなり、噴出孔６を
蓋体２３で閉塞し忘れるのを抑制することができる。
【００６９】
　また、蓋体２３が、ノズル部材５が噴出規制位置に位置したときに、造泡筒２７の通過
孔２７ａの前端開口、および外気導入孔２６を閉塞し、かつノズル部材５が噴出可能位置
に位置したときに、通過孔２７ａの前端開口、および外気導入孔２６を開放するので、ノ
ズル部材５を噴出規制位置に位置させた状態で保管している間に、噴出孔６、外気導入孔
２６、および通過孔２７ａの各内周面などに付着した液体が乾燥して固化するのを抑制す
ることが可能になり、噴出孔６が塞がれることだけでなく、外気導入孔２６が塞がれるこ
とも抑制することができる。したがって、噴出孔６から造泡筒２７の通過孔２７ａに噴出
される液体の量、および通過孔２７ａに導入される外気の量を安定させることが可能にな
り、噴出される泡体の泡質の悪化を防ぐことができる。
【００７０】
　また、ノズル部材５が、噴出規制位置に位置したときに、トリガー部５１に当接若しく
は近接することでトリガー部５１の後方移動を規制する規制部２８を備えるので、ノズル
部材５を噴出規制位置に位置させた状態で保管しているときに、トリガー部５１に不意に
加えられた外力により、噴出器本体２の内部に大きな圧力が生ずるのを抑制することがで
きる。したがって、ノズル部材５を噴出規制位置に位置させた状態で保管しているときに
、トリガー部５１に不意に外力が加えられても、例えば、ノズル部材５が中継部材４から
外れたり、ノズル部材５の第２嵌合筒部１０２と、中継部材４のガイド軸部９４と、の間
のシール性を確保できなくなったりするのを抑制することができる。
【００７１】
　また、規制部２８が、ノズル部材５が噴出規制位置に位置したときに、トリガー部５１
とシリンダ５３との前後方向の隙間部分に配設されるので、トリガー式液体噴出器１の保
管、若しくは陳列時等に、規制部２８がトリガー式液体噴出器１から突出する等してかさ
張るのを抑制することができる。
　また、ノズル部材５が噴出可能位置に位置したときに、規制部２８が、トリガー部５１
とシリンダ５３との前後方向の隙間部分から退避して、トリガー式液体噴出器１から突出
することとなり、液体の噴出後、保管する際に、ノズル部材５を噴出可能位置から噴出規
制位置に移動し忘れるのを抑制することができる。
【００７２】
　次に、本発明に係る第２実施形態について説明するが、第１実施形態と基本的な構成は
同様である。このため、同様の構成には同一の符号を付してその説明は省略し、異なる点
についてのみ説明する。
【００７３】
　本実施形態のトリガー式液体噴出器７では、図４および図５に示されるように、本体筒
２１の後部に、前後方向の大きさが、第１連結部２９ａにおける第２装着筒部１０１との
接続部分の前後方向の大きさと同等の窓孔２１ｂが形成されている。固定部２２において
、窓孔２１ｂに前後方向で連なる部分に、ノズル周方向の長さが窓孔２１ｂと同じ間欠部
２２ａが形成されている。
　以上説明したように、本実施形態に係るトリガー式液体噴出器７によれば、固定部２２
に間欠部２２ａが形成されているので、被覆筒部材２０を中継部材４に容易に取付けるこ
とができる。
【００７４】
　なお、本発明の技術的範囲は前記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を
逸脱しない範囲において種々の変更を加えることが可能である。
【００７５】
　例えば、前記実施形態では、ノズル部材５を、噴出規制位置から噴出可能位置に移動し
たときに、通過孔２７ａの前端開口が、前方から見て、中心軸線Ｏ３の左側に位置した構
成を示したが、ノズル部材５を、噴出規制位置から噴出可能位置に移動したときに、通過
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置するようにしてもよい。
　また、前記実施形態では、ノズル部材５が、造泡筒２７および規制部２８を備える構成
を示したが、これら２７、２８を有しないノズル部材を採用してもよい。
【００７６】
　また、前記実施形態では、ノズル部材５が噴出規制位置に位置したときに、規制部２８
が、シリンダ５３にシリンダ５３の前方から当接若しくは近接した構成を示したが、規制
部２８は、噴出器本体２のうち、トリガー部５１と前後方向で対向する部分に、この部分
の前方から当接若しくは近接してもよい。例えば、外筒１２に、大径部１２ａから前方に
向けて突出する突部を形成し、ノズル部材５が噴出規制位置に位置したときに、規制部２
８が、前記突部にこの突部の前方から当接若しくは近接するようにしてもよい。
　また、ノズル部材５は、内部空間の圧力が所定値を超えたときに、開閉弁が開いて噴出
孔６から液体が噴出される、蓄圧機構を備えてもよい。
【００７７】
　前記実施形態では、ノズル部材５が噴出規制位置に位置したときに、第１切換溝９７と
第２切換溝１０３との連通を遮断して、ノズル部材５の第２嵌合筒部１０２と、中継部材
４のガイド軸部９４と、の間をシールするだけでなく、規制部２８が、トリガー部５１に
当接若しくは近接することでトリガー部５１の後方移動を規制することによって、液体の
噴出を規制したが、第２嵌合筒部１０２とガイド軸部９４との間のシール、およびトリガ
ー部５１の後方移動の規制のうちのいずれか一方だけを行うことで、液体の噴出を規制し
てもよい。
【００７８】
　その他、本発明の趣旨に逸脱しない範囲で、前記実施形態における構成要素を周知の構
成要素に置き換えることは適宜可能であり、また、前記した変形例を適宜組み合わせても
よい。
【符号の説明】
【００７９】
１、７　トリガー式液体噴出器
２　噴出器本体
４　中継部材
５　ノズル部材
６　噴出孔
１０　縦供給筒部
１１　射出筒部
２３　蓋体
２６　外気導入孔
２７　造泡筒
２８　規制部
５１　トリガー部
５２　ピストン
５３　シリンダ
９２　装着筒部（第１装着筒部）
Ａ　容器体
Ｔ　トリガー機構
Ｏ３　軸線（中心軸線）
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